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地域名 日　時 開催状況等 状態

豊崎地域 H27.1.19 第６回策定委員会 策定済み

北天満地域 H27.11.16 第８回策定委員会 策定済み

中津地域 H27.12.9 第11回策定委員会 策定済み

豊崎東地域 H28.2.15 第８回策定委員会 策定済み

大淀東地域 H28.3.8 第５回策定委員会　開催予定 策定中



北天満小地域福祉活動計画

甲南女子大学　准教授　鈴木　大介　氏　（第1～４回策定委員会）

関西学院大学　人間福祉学部　助教　岩本　裕子　氏　（第５～８回策定委員会）

日　時 名　称 内　　　　容

H25.11.18

第１回
地域座談会

（第１回
策定委員会）

【テーマ】　北天満のいいところ、課題だと思うところ
・小地域福祉活動計画の説明
・ワークショップの説明（鈴木先生）
【ワークショップ】
・「ワークショップのコツ」
・6班に分かれてグループ会議
・頭の中で思っている北天満を導き出す

H25.12.2

第２回
地域座談会

（第２回
策定委員会）

【テーマ】　データから考える北天満地域
【ワークショップ】
「資料でみつめる北天満☆探訪～自作資料と調査資料を用いて～」
・前回に出された地域の課題の中から福祉課題を選び出す
・福祉課題と資料データを検討する

H26.1.20

第３回
地域座談会

（第３回
策定委員会）

【テーマ】　福祉課題に対して解決案を考えよう
【ワークショップ】
これまでに出された北天満地域の福祉課題への解決策（案）を考えてグループで抽出し、
皆で共有する

H26.2.17

第４回
地域座談会

（第４回
策定委員会）

【テーマ】　解決案1つを具体化して、実践に結びつけよう
【ワークショップ】
“北天満地域の福祉課題”
①孤立しがちな人への支援　　　　　　　　     ②高齢者への支援
③次世代育成の支援　　　　　　　　　　　　　  ④地域交流の促進
⑤担い手不足の解消　　　　　　　　　　　　　　⑥防災・防犯意識の向上
⑦日常生活におけるマナー
・前回に出された課題への解決策（案）の補足と実践の具体案を考える
・プランの愛称を考える→「グリーンネットプラン」に決定
・重点課題は「歴史探訪」に決定

H26.3.31

H26.12.8

第５回
地域座談会

（第５回
策定委員会）

・「北天満小地域福祉活動計画中間報告をふまえて」　　講師：岩本先生
【ワークショップ】
・中間報告をもとに地域で実施・活動していることやこれから必要なことを挙げる

H26.12.15

第６回
地域座談会

（第６回
策定委員会）

“困っている人を見逃さない地域を目指して”
【ワークショップ】
アンケート調査をするための意見収集

H27.2.1～
H27.2.22

A４アンケート用紙計6枚を全戸配布。町会役員への手渡しまたは返信用封筒を用いて回
収。
・配布部数　1,571部
・回収部数　　587部（回収率：37.4%）

H27.3.20

H27.11.9
第７回

策定委員会

・北天満地域小地域福祉活動計画　策定委員会について
・北天満地域住民アンケート（平成27年2月１～22日実施）結果報告と分析
【グループワーク】
・各取り組みの柱についてアイデア出し

H27.11.16
第８回

策定委員会

・前回の振り返り
【グループワーク】
・各取り組みの柱について計画作成
・北天満地域小地域福祉活動計画　策定

H28.3.25

【アドバイザー】

地域福祉シンポジウム　　策定委員長より実践報告

中間報告

小地域ふくしプラン報告会（シンポジウム）

地域住民への
アンケート
調査実施



中津地域小地域福祉活動計画

【アドバイザー】 大阪市立大学　大学院生活科学研究科　講師　鵜浦 直子 氏

日　時 名　称 内　　　　容

H26.6.20
第１回まちづくり

意見交換会
参加者がお互いの立場を理解し、活動などの情報を共有

H26.7.2
第２回まちづくり

意見交換会
意見を集約し、地域にとって大切・必要なことを把握する。地域の理想像と課題の共有

H26.8.20
第３回まちづくり

意見交換会
地域の課題に対するこれまでの取り組みと、これからの「やるべきこと」の明確化と共有

H26.9.3
第４回まちづくり

意見交換会
５つのテーマ（交流・運営・子どもと教育・高齢者と医療、福祉・地域資源）について「やる
べきこと」の絞り込み、対応策、協働先の検討。テーマ別に事業案の検討

H27.1.28
第１回

策定委員会

「小地域福祉活動計画とは」、「福祉課題とは」
【グループワーク】
・課題出し　「今、気になる中津地域の住民の生活の困りごと」

H27.2.16
第２回

策定委員会

策定プロセスの確認：
（取り組む課題の選定→目標設定→目標達成のための具体的な取り組み
→取り組みの中で、実現可能な中津地域を考える）
【グループワーク】
・生活の困りごとのカテゴリー分類と検討
・地域で取り組んでいく課題の優先順位、選別の検討

H27.3.11

H27.3.17
第３回

策定委員会

【グループワーク】
・「生活の困りごと」（地域の環境、高齢化の問題）から今回の計画で取組む困りごとを選
ぶ

H27.3.20

H27.4.17
第４回

策定委員会

・これまでの課題出しをふり返り、テーマごとの取組みたい課題について目指す目標とそ
れに向けての具体的な進め方を考える
【グループワーク】
・１班：地域の活動の問題、高齢者の問題
・２班：人の交流の問題、地域の環境の問題

H27.5.18
第５回

策定委員会

今後の計画策定への取り組み内容の具体的検討、進め方について
ＤＶＤ視聴（障がいのある人のたちのくらしと地域について）
大阪整肢学院中村氏より、入所児さんの生活について
【グループワーク】
・意見交換：障がいのある人に地域としてどういうことができるかを考える

H27.6.18
第６回

策定委員会

中津地域でくらすさまざまな人たちの視点を大切にして
～地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業について～
今後の取り組み課題の検討について
【グループワーク】
・高齢化の問題－取り組み課題の検討－
・今後の取り組み課題の検討について

H27.7.23
第７回

策定委員会

【グループワーク】
・課題解決に向けた取り組みの検討　[課題：人との交流]
・今後の取り組み課題　[次回（９月）の課題：地域の活動]

異次元交流ライブ  in 北区

地域福祉 シンポジウム　　策定委員より中間報告



中津地域小地域福祉活動計画

日　時 名　称 内　　　　容

H27.9.16
第８回

策定委員会

【グループワーク】
・課題解決に向けた取り組みの検討
Ⅰ［地域の活動／高齢化の問題］
（地②）食事サービスの内容を参加型にするなど、イメージを変える
（高①）小さな集まりを。高齢の方が集まれる、ゆっくり過ごせる場を。
Ⅱ［地域の環境］
①　子どもや障がいのある人の視点に立って、外出や登下校において危険な場所を把握
し、ポイントを絞って見守りをしていく
②　子どもが遊べる場づくり
③　障がいのある人たちが外へ出かけ、周囲の意識を変えていく

H27.10.21 第９回策定委員会

【グループワーク】
・課題解決に向けた取り組みの検討
［災害］
①災害時に手助けが必要となる人たちは多様であることを認識し、その人たちを把握する
②災害時も含め、地域と施設が協力できる関係を日頃からつくっておく
[高齢化の問題]
②地域ぐるみで患者さんへのケア(町医者とつながる）

H27.11.10 調整会議
・これまでの策定委員会の振り返りとまとめ
・今後の策定委員会の進め方と方向性について

H27.11.18
第１０回

策定委員会

前回策定委員会までの総振り返り
【グループワーク】
・策定に携わっての感想の共有
・取り組みの先にある中津地域の姿（こんな中津になっていればいいな）を考える

H27.12.9
第１１回

策定委員会

・小地域福祉活動計画の目標とプラン名（愛称）の決定
・計画冊子（案）の内容確認と承認
・中津地域小地域福祉活動計画　策定

H28.3.25 小地域ふくしプラン報告会（シンポジウム）



豊崎東小地域福祉活動計画

【アドバイザー】 大阪市立大学　大学院生活科学研究科　講師　鵜浦 直子 氏

日　時 名　称 内　　　　容

H27.3.23 学習会
「誰もが安心して豊かに生活できる地域づくりを目指して」
“地域福祉の推進について”学習会

H27.5.7
第１回

策定委員会

・3/23学習会の振りかえり
・〝わたしたちのまち豊崎東のふくしプラン〞のこと、策定委員会について
【グループワーク】
・「どういう人たちと策定委員会で豊崎東のことを考えていきたいか」　を考える
・「こういう話を聞かせてもらいたい」と思える人や団体を挙げる
→次回以降の策定委員会参加へ声かけ

H27.6.24
第２回

策定委員会

・豊崎東のふくしプラン策定の流れについて
【グループワーク】
・豊崎東地域の状況を踏まえて、地域の課題を整理する
・豊崎東のふくしプランで取り組みたい課題とは

H27.7.14
第３回

策定委員会

・前回の振り返り
【グループワーク】
豊崎東の福祉課題を解決するために「取り組むべきこと」の検討

H27.8.20 調整会議 ・ワークショップの進め方について

H27.9.25
第４回

策定委員会

・前回の振り返り
・豊崎東ふくしプラン策定に向けた今後の進め方
●ワークショップの開催（提案）
→ワークショップでの意見を策定委員会で共有する
　→豊崎東ふくしプランの内容に反映させる
【グループワーク】
本日のワーク―ワークショップの進め方の検討―
●グループ分け
●開催に向けてどのように準備をするか

H27.10

H27.11.13
第５回

策定委員会

・ワークショップの報告会
【１班】　１．生活環境　４．地域マナー
【２班】　２．人とのつながり　９．町会の課題
【３班】　３．活動の担い手　５．広報・情報提供
【４班】　６．子ども　８．生活困難
【５班】　７．高齢者　８．生活困難
・豊崎東ふくしプラン策定に向けた今後の進め方について

H27.12.2
第６回

策定委員会

・どのような取り組み課題をどのように計画に進めていくか
【グループワーク】
・取り組みたい課題の絞り込み
・取り組み課題の具体的な工程表を時間軸で考える

H28.1.22
第７回

策定委員会

・前回策定委員会での各班の検討内容の報告
・検討内容について他班からの意見・感想の交換
・検討内容の修正

H28.2.15
第８回

策定委員会

・計画冊子（案）の内容確認と承認
・小地域福祉活動計画の目標とプラン名（愛称）の決定
・豊崎東地域小地域福祉活動計画　策定

H28.3.25 小地域ふくしプラン報告会（シンポジウム）

ワークショップ開催



大淀東小地域福祉活動計画

【アドバイザー】 大阪教育大学　教育学部教養学科　准教授　新崎 国広　氏

日　時 名　称 内　　　　容

H27.1.14
第１回まちづくり

意見交換会
相互理解

H27.2.9
第2回まちづくり

意見交換会
テーマ（子ども・高齢者、交流）の共有

H27.2.19
第3回まちづくり

意見交換会
「やるべきこと」の明確化

H27.3.4
第4回まちづくり

意見交換会

・事業案の検討
「みんながいつでも集える場をつくろう」
「わが町大淀東地域を知ろう　地域探検隊」

H27.3.11

H27.11.20 調整会議 策定委員会の進め方について

H27.11.30
第１回

策定委員会

・小地域福祉活動計画策定委員会について
・地域福祉の意義について
・まちづくり意見交換会で出た意見の共有
【グループワーク】
・地域の課題、これまで取り組んできたこと、これからやってみたいことなど各自でアイディ
アを書き出し、班のメンバーに紹介し皆で共有する。
・ポスターセッションで他の班メンバーに自班の討議内容を説明し、感想と質問を受ける。

H27.12.16
第２回

策定委員会

・前回策定委員会の振り返り
【グループワーク】
●取り組みの提案
・これまでの取り組みで、さらに充実させたいこと
・この地域でこれからやっていきたいこと
・こんなことができる、やってみたいこと
●ポスターセッション

H28.1.27
第３回

策定委員会

・前回策定委員会の振り返り
【グループワーク】
・前回の結果から地域の課題を「情報」、「高齢者」、「子ども」、「交流（人材育成）」の4つ
のテーマに整理。
・各テーマ別に課題出しワーク（ワールドカフェセッション）を行い、情報共有する。
・各自、関心のあるテーマを選んで移動し、取り組みたいことを優先順位をつけて整理し、
報告発表する。

H28.2.19
第４回

策定委員会

これまでの振り返り
【グループワーク】
具体的なプランを創り出す

H28.3.8
第５回

策定委員会

H28.3.25 小地域ふくしプラン報告会（シンポジウム）

異次元交流ライブ　in　北区


